
 

 

 

 

 

 

 

【ICT 活用実践紹介】 

理科「電気と私たちのくらし」岡田の実践より 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO.25  R3.11.12 

実践フィールド校花里小 岡田 

つ
か
む 

考
え
る 

○○iPad のカメラアプリ（タイムラプス）○〇〇〇〇〇〇〇〇 

類型：A1 教員による教材提示 

内容：タイムラプス（低速度撮影）機能を使い，午後６時の夏の

外灯の様子と冬の外灯の様子を撮影する。動画を見比べ，夏は明

るいのに早く外灯がつく，冬は暗いのになかなか外灯がつかない

様子を見て，電気の無駄に気づかせる。 

備考：夏は「もったいない」と冬は「危ない」の両方の意見が出

てくるが，電気の有効利用を視点に意見をまとめるとよい。 

○○Teams 投稿機能○○○○○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

類型：―（アイスブレイク） 

内容：自分のなりたい職業をチャットに描きこむ 

備考：タイピングの練習やコメントを書き込む経験をさせること

が目的。仲間の意見にアイコンで反応することもできる。内容で

いうと「職業」に意識を向けさせ，導入に入りやすくする。 

○○MetaMoji ClassRoom ノート機能○○○○〇〇〇〇 

類型：B1 個に応じる学習 

内容：予想を立てるとき，文章とフローチャートを自己決定させ

てから取り組ませる。フローチャートには児童が操作できるブロ

ックを作っておく。 

備考：プログラミングの大事な要素トライ＆エラーをさせるに

は，何度もやり直しや書き直しができるタブレットがよい。 

○○MetaMoji ClassRoom のモニタリング○○〇〇〇〇〇〇 

類型：―（教員側，机間巡視） 

内容：児童の書き込みを，教員のタブレットで見ていく。かけて

いない児童には口頭で伝えたり，児童同士でシェアできる設定に

切り替えたりする。 

○○Teams 課題機能○○○○○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

類型：A1 一斉学習：教員による教材の提示 

内容：本時の流れを手順として配布しておく。 

備考：児童は，学習が始まる前に，本時は何をするのか，どんな

アプリを使うのかを事前（休み時間など）に自分からファイルを

開き，把握しておく。授業に対して見通しを持つことで主体的に

取り組める。前回紹介したファイルではないので，児童が課題を

提出できる。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【岡田のおもいつ記】 
今回は，ICT 活用推進委員として授業公開で行った授業です。micro:bit を使ったプログラミン

グを体験することを通して，プログラミングによって，電気を効率的に使うことができることを確
かめることができることを狙っています。去年も同じ流れで授業を行ったのですが，使える ICT
機器が変わっていたので，できることも増えました。去年は二人で１台の micro:bit を使っていた
ので，苦手でも仲間と話し合い，課題解決を目指す姿が多くみられました。今回は一人１台の
micro:bit とタブレットがあったので，人任せにせず自分でやりきろうとする姿が見られました。
だからと言って，仲間と交流しないわけではなく，操作でわからないところがあったら聞いたり，
MetaMoji ClassRoom のシェアリング機能を使ったりしてなんとか課題解決しようとする姿が
見られました。見に来てくださった方々も児童の ICT 機器の扱いに驚いて見えました。MetaMoji 
ClassRoom のシェアリング機能で仲間の考えを見た児童が自分の数値と違うことを疑問に思い
本人に確認に行く姿もありました。技術が進歩しても児童が学びあう姿は変わらないのだと感じま
した。 

○○micro:bit サイト・本体○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

類型：B4 表現・制作 

内容：「明るさで電気をオンオフする」プログラムを自分で

組む。「明るさによって」というという条件分岐のブロック

を使う。シミュレーターで確認をして，実際の LED を光ら

せる。 

備考：iPad で行うには事前にタブレットと micro:bit をペア

リングしておく必要がある。 

○○micro:bit 照度プログラム○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

類型：―（教員側，児童の思考を深める手立て） 

内容：明るさの感じ方は人それぞれなので，明るさを数値で

表す。そのために，事前に外灯周辺の様子（写真）と同じ時

刻の明るさを micro:bit で計測しておく。児童には，写真と

数値を同時に提示し，プログラムの数値を入れる上での参考

にしてもらう。 

振
り
返
る 

深
め
る 

○○テレビ画面に板書を投影する○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

類型：A1 教員による教材提示 

内容：電子黒板は見やすく，教材を提示しやすいが，流れて

しまうデメリットがある。児童が一時間の流れを確認した

り，戻ったりできるのが板書である。授業の内容によっては

ある程度書く内容が決まっているので，あらかじめパワーポ

イントのスライドショーを使い作っておく。本時の中で板書

をする時間が削減され，児童の指導に充てることができるメ

リットがある。 

備考：児童の意見は書き込み機能でタブレットを通して書く

ことができる。 

○○Foams アンケート機能○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇 

類型：―（強いて言うなら実態把握なので B1 につながるか

も） 

内容：授業の振り返り（自己反省）を，Foams を活用して

行う。あらかじめ，質問と回答を作っており，URL を

Teams の課題機能で配布しておく。まとめを書き終えた児

童から Foams にアクセスし，回答を行う。 

備考：質問内容によっては，文を入れることができるので，

感想やまとめも書くことができる。 


